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1.はじめに 我が国では年間約 45,000件もの農作業事故が発生し, 毎年 350名を超える人命が失わ

れている。他産業では労働衛生環境の改善が図られるなか, 農作業事故(以下, 事故と省略)死はこの

40 年間ほとんど変わらず高位安定のまま推移してきた。事故の多くはトラクタやコンバインなど

乗用型農業機械の操作・運転中に発生しており，とくに高齢の農業従事者が事故の当事者となる事

例が多い 1)。既往研究によって，事故の多くが農道や進入路で発生していること 2)や，走行箇所の

横断方向の傾きなどに相関があること 3)が示されてきたが，作業場所の構造に着目して事故原因に

アプローチしたものは少ない。農業従事者の減少と高齢化が急速に進む今日，産業の安定性・持続

性を保つためにも，事故を起こさせない安全な就労環境を創出することが喫緊の課題といえる。そ

こで本研究では農作業における総合的な安全対策を講じるための基礎として，聞き取り調査と地形

測量に基づいて乗用型農業機械の事故原因を基盤構造の観点から考察した。 

２．研究の方法 1）研究の仮説：本研究では事故原因を「人的要因」，「機械的要因」，「環境的要

因」の 3 つに分類した。それぞれの要因が積み重なり，ある閾値を超えた時に事故が発生すると考

えた。特に重大な人身事故は機械的要因や環境的要因が重複する部分で発生していると考えた。 

2）調査方法：関係機関に事故事例の照会を行い事例収集するとともに，事故現場が特定できた事

例に対して聞き取り調査と地形測量を行い，事故原因となった基盤構造の特徴について考察する。 

３.結果と考察 1)事故事例：2013～2014 年度に 15 件の事故事例（受傷・物損 8 件，ヒヤリ・ハ

ット 4 件，死亡 3 件）を収集した結果，乗用型農業機械によるものが 14 件と大多数を占め，事故

の発生箇所は農道が 6 件と最も多かった。事故時の作業内容は圃場間の移動や圃場への進入退出，

維持管理作業に大別された。 

所属：*宇都宮大学農学部(Utsunomiya Univ. Dept. Agriculture)，**信州大学農学部(Shinshu Univ. Dept. 
Agriculture)，キーワード：農作業事故，ヒヤリ・ハット，基盤構造，発生要因 

表 1 乗用型農業機械による農作業事故の概要
Table1 Outline of farming accident of riding type agricultural machine 

類
型 

事
例 

事故概要

属性 使用機械 事故状況 農作業歴 天
候 

怪我の
有無 

Ⅰ 
１ 

47 歳 
男性 

田植機 
圃場退出時に畦畔部分で前輪が浮き上がる。
機械の停止方法がわからず，下段圃場へ転落。

作業歴なし 
田植機を使用して 2 日目 

晴 なし 

2 
71 歳 
男性 

田植機 
圃場退出時に畦畔部分で前輪が浮き上がる。
機械の停止方法がわからず下段水路へ転落。

10 年程度 
乗用田植機使用初日 

晴 なし 

Ⅱ 

3 64 歳 
男性 コンバイン

稲刈り終了後に，コンクリート舗装の坂道を
低速で登坂。登坂中に履帯がスリップし下方
へ後退。 

25 年程度 
作業機は購入 1 年目 晴 なし 

4 64 歳 
男性 ブルドーザ

上段圃場へ未舗装農道を移動中に左履帯がス
リップし直進。右側履帯半分が崖からはみ出
る。 

25 年程度 
当該圃場は 6 年目 雨 なし 

5 64 歳 
男性 トラクタ 上段圃場へ未舗装農道を移動中にスリップ。

前輪が浮揚し，制御不能になり崖下へ転落。

6 年
当該機種は購入後７年経
過（中古を購入） 

強
雨 

左手小指
骨折 

6 79 歳 
男性 トラクタ 上段圃場へ未舗装農道を移動中にスリップ。

前輪が浮揚し制御不能になり崖下へ転落。 

60 年
当該機種は購入後 24 年
経過 

小
雨 

頸椎損傷
肋骨骨折

7 62 歳 
男性 トラクタ 砂利敷き農道を移動中，右カーブの箇所で下

段圃場に転落。 20 年（専業農家） 晴 死亡 

8 63 歳 
男性 

汎用コンバ
イン 

刈り取り終了後，コンクリート舗装農道を下
段圃場へ移動中，左側へ誘引。操作桿で軌道
修正したところ，急に左旋回し崖下へ転落。

3 年程度，当該機種で事
故時点を移動したのは初
めて。 

晴 
右腕尺骨
右足頸骨
骨折他
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